[タイトル]

消費者金融会社の係員を欺いてローンカードを交付させた上これを利用して同社の現金自動入出機から現金を引き出した場合の罪責

[判決裁判所]

最高裁（第３小法廷）決定
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平成１４年２月８日
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平成１３年（あ）第１３４１号
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窃盗、有印私文書偽造、同行使、詐欺被告事件
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[当事者名]

被告人　Ⅹ

[事実の概要]

Ⅰ　本件は、他人になりすました被告人が、消費者金融会社の無人契約機を介して、同社係員を欺き、他人名義でカードローンに関する基本契約を締結したうえ、係員からローンカードの交付を受け、その直後に、同カードを同社の現金自動入出機（ＡＴＭ）に挿入してこれを操作し、現金を引き出したとう事案である。被告人は、第１に、係員を欺いて同カードを交付させた点につき詐欺罪が成立し、第２に、同カードを利用してＡＴＭから現金を引き出した点につき窃盗罪が成立するとして、起訴された。

　Ⅱ　被告人は、１、２審を通じて、ローンカードの交付に引き続いて行われた現金の引出しに際し、係員から、ＡＴＭの操作について教示を受けており、カードの交付手続と現金の引出手続は一体であったといえるから、本件においては、詐欺罪とは別に窃盗罪を認めるべきではない旨主張したが、１、２審は、これを斥け、詐欺罪と窃盗罪の成立を認めた。弁護人の上告趣意も、被告人は詐欺１罪で処罰されるべきである旨主張するものであったが、本決定は、上告趣意は適法な上告理由にあたらないとしたうえ、職権で判旨のとおり判断して、上告を棄却した。

 [判旨]
消費者金融会社の係員を欺いてローンカードを交付させた上これを利用して同社の現金自動入出機から現金を引き出した場合には、同係員を欺いて同カードを交付させた点につき詐欺罪が成立し、同カードを利用して現金自動入出機から現金を引き出した点につき窃盗罪が成立する。
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